
 

 

 

 

 

  ６月８日～６月１２日に実施した「いじめについて考える週間」。各学級 

で、相手に気持ちを伝える時の言い方や思いやりのある言動について話 

し合いました。 

 また、学校全体では、「星っ子カード」に友達のすてきなところ、がんば 

っているところ、初めて知ったところ等を書き、ポストに入れる取り組み 

を行いました。「星っ子カード」は、給食時間に紹介された後、校長室前の 

掲示板に掲示されています。 

 「〇〇さん、いつも優しくしてくれてありがとう。」 

 「〇〇さんは、あきらめずに勉強しているところがすごいね。」 

 「〇〇さん、いつもいっしょに遊んでくれてありがとう。これからもよろしくね。」 

など、なんと！２００枚を超える星っ子カードが集まりました。 

「認められる」「自分のよさに気づかせられる」ことが安心感につながり、子どもたちの自己肯定感は

高まっていきます。「星っ子カード」期間は、終わりましたが、今後も互いのよさを認め合える学級・学校

を目指していきます。ご家庭でも、ぜひ、お子さんのよいところやがんばっているところを見つけ、プラ

スの声掛けをよろしくお願いします。（「星っ子カード」は、しばらく掲示しています。ご覧ください。） 

  

 

 

外国語の学習で、日生中学校 ALTのザッカリー先生に来ていただきま 

した。花見、夏祭り、花火等、日本特有の行事や文化から選んだことがらに 

ついて英語で説明をし、ザッカリー先生に聞いていただきました。伝わりや 

すいように写真や絵などを示しながら説明したり、英語で質問されたこと 

に答えたりしました。 

 ザッカリー先生は、それぞれの発表を終始笑顔で受け止め、「nice!」 

「good!」等と反応を返してくださいました。６年生は緊張しつつも嬉しそう 

な様子でした。 

 

 

 

日生西小・東小合同での校外学習（海ごみ拾い活動・海ごみ学習）を行い 

ました。まず、頭島の外輪海水浴場へ。漂着した様々なごみを全員で拾うと、 

砂浜がきれいになりました。 

その後、ひなせうみラボへ移動。砂浜のごみ拾いを行ったり、スライドを 

見ながら「未来の海を守るためにできることはどんなことか」「どうすれば 

ごみを減らすことができるのか」等について学習しました。 

 海ごみの増加は、魚等の生き物だけでなく、産業や観光といった人間社 

会全体、さらに人体等にも影響を与えると言われています。ふるさとであ 

る日生の海がきれいに保たれていくよう、私たち一人一人が考え、行動す 

る必要があるということを学ぶことができました。 

  「漁師になりたい」という夢をもっている児童もおり、海ごみを深刻な 

問題としてとらえている様子も見られました。 

☆ 友達のよさやがんばりに目を向けて  星っ子カードたくさん！！☆ 

西小だより 

令和８年６月３０日 

児童数 ８１名 

【TEL ７２－００５０】 

 

小中一貫教育校日生学園 備前市立日生西小学校 

 

 

☆４年生 校外学習（海ごみ拾い活動・海ごみ学習 日生東小と合同） 6/12（金）

☆ 

☆６年生 ザッカリー先生に日本の文化を伝えよう 6/9（火）☆ 


